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日本退職者連合「学習会」ライブ配信を視聴して 
 

 

鳥取退職者連合 事務局長 西村一秋 

 

「2040年問題」をご存じでしょうか？ 

６５歳以上の人口がピークになる年が 2040年であり、約４千万人に達することで、２０２５年の少

子高齢化問題とは次元の異なる問題（労働人口が激減による労働力不足、年金や医療費などの社

会保障費の増大など）が生じると予測されていることです。 

今回、日本退職者連合が 11月22日(月)に開催した「社会保障に関する 11.22学習会」ライブ

配信を視聴し、私たちの世代の役割を自覚して社会保障を考えていくことが必要だと強く感じま

した。あわせて、退職者連合も「ジェンダー平等」について具体的に取り組む時期にきているとも感

じました。 

－講師／香取照明教授発言より抜粋－ 

●将来の予測は大体外れるが人口推計だけはかなりの確立で当たって 

いる。この１年間に産まれる子どもは８０万人を切ると予測されてお 

り、『費用の増大で日本の社会保障制度は崩壊する』という説（日本経 

済新聞社説）は間違いである。 

●社会保障は国民経済（賃金・物価）に連動して動くから、社会保障の規模を絶対額を議論する

ことは意味がない。 

●社会保障は、この社会を支えるすべての市民のためにある。 

①社会の構成員の生命・生存と生活を守ること。社会の安定がなければ社会も経済も発展し 

ない。   ②社会経済の発展。   ③相互扶助機能。 

 ●社会保障は（弱者）対策ではない。 

「全世代型社会保障問題」として２０４０年問題を考えれば、「制度改革と経済改革」の問題を同

時に解決しないと前に進むことはできない。 

 ●８０万人の子どもが働き手になるのは２０年後である。私たちの将来を支える働き手を確保し 

ようと思えば、今、少子化対策を社会保障制度の課題として退職者も取り組む必要がある。 

 ●非正規労働人口の７割を占める女性の問題の解決、男は働くことで家庭を持っているが、女性 

は働くことと家事労働そして子育てを同時にやっている。それがどんなに大変なことか。 

若い世代を、とりわけ女性を支えることが上の世代の責務である。 

■次世代のために何をすべきか■ 

テーマ／ 2040年の社会保障の姿を考える 

講師／香取照明さん 

（上智大学総合人間科学部教授） 
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■「第 29回定期大会」開催■ 
機関紙「れんごう鳥取」№12より 

芋の収穫ができました！   

昨年はコロナ禍で中止した「砂丘芋づくり」について、「今年は 

中止しないで植えよう！」と 6月に苗植え、8月に草取りをして、 

11月 12日(金)に待望の芋掘りを有志 7人の参加で実施した。 

今年は、十分な生育とはならなかったが、中には大きな芋もあ 

り、全体的には小芋を 30㎏ほど収穫することができた。 
 

2022年社会保障制度等の要望書提出 

鳥取退職者連合中部地区協議会と連合鳥取中部地域協議会連名

の要望書を、11月 25日(木)、倉吉市長に提出した。 

宮本秀美会長、磯江悦志副会長、平田義人事務局長、そして連合

鳥取推薦の福井康夫市議会議員の 4人が参加した。 

料理教室を開催 

 １１月２６日(金)、北栄町中央公民館において、２年ぶりの料 

理教室を開催した。コロナ禍において、退職者連合の活動が中 

止される中で、「免疫を高める料理を食べよう」と会員 24人 

が 6テーブルにつき、①豆腐ハンバーグなめこあんかけ、②ま 

いたけ入り和風汁、③わかめとブロッコリーの煮びたしを作り、和気あいあいのひと時を過ごした。 

中部地区協発 ■待ちに待った活動をスタート！■ 
寄稿／中部地区協議会 平田義人事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

連合鳥取は、11月 25日(木)、ハワイアロハホールにおいて「第２９回定期大会」を開催し、2022

年度運動方針や予算、新たな取り組みとなる「連合鳥取ジェンダー平等推進計画フェーズ１」、新会

長に田中穂さん（電力総連）を選出する新役員体制について満場一致で確認しました。 

【2022-2023年度役員体制 〈三役のみ掲載〉】 

 会 長     田中 穂 〈電力総連〉 

 副会長    北畑仁史 〈ＵＡゼンセン〉  井上匡央 〈日教組〉  山崎 睦 〈運輸労連〉 

 事務局長   江口真也 〈自治労〉                    ※女性代表の副会長は空席 

 

連合鳥取発 

石田耕太郎市長(左)に要請書を 

手交する宮本会長 


